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アーカイブズ講座  わたしのファミリーヒストリー ～家系の調べ方～  

資料をデジタル化 ～活用がより手軽に～ 

近年ブームを迎えている家系の調べ方をテーマに、１１

月１５日、講座「わたしのファミリーヒストリー～家系の

調べ方～」を開催しました。  

アーカイブズ職員が講師を務め、自身の母方のルーツを

調べた経験を例に、戸籍や過去帳の他、公文書館や資料館

を活用しながらの調査方法を説明しました。  

 参加者からは「具体的で分かりやすかった」「先代・先々

代が早世したので、家の歴史がよく分からない。調査方法

が分かり良かった」といった感想を頂きました。  

日時：１１月１５日（日） 

   午後１時３０分～午後３時 

会場：はなび・アム（大曲大町） 

講師：アーカイブズ職員 

参加：１９名 

六郷御役屋日記（874 点）・親郷役所日記（22 点） 

大仙市仙北地域の在村地主であった池田家に伝来した文書

群のうち、六郷御役屋日記・親郷役所日記のデジタルデータを

公開しています。 
 

厚木慶蔵家文書（310 点） 

長野御役屋の常勤役人であった厚木慶蔵の天保年間の公私

日記ほか、厚木家が所有していた近代資料など。 
 

井上一郎写真資料（6,035 点） 

井上一郎（1907～1986）は内小友出身のアマチュア写真家。

昭和 28 年から内小友や大川西根、大曲などを撮影。高度経済

成長を迎える直前の風景、民俗が収められています。 

大仙市アーカイブズでは、デジタル化した資料を閲覧室で公

開しています。より手軽に活用できるのがデジタル化の強みで

す。順次公開を進めていきます。 

閲覧室で公開しているデジタルデータを紹介します。 

境口番所役人資料 

藩政時代に生保内の境口番所役人を務めた高階囚獄家の資

料。南部藩との国境を定めた絵図（寛文７年〈1667〉）のほか、

佐竹入部頃の一揆顛末や国境に関する江戸初期の経緯に関す

る覚書など、秋田藩政史の上でも貴重な資料群。 

高階家から史料を借用してデジタル化し、画像データを地域

の共有財産として活用させていただくことになりました。公開

に向けて目録作成を行っています。 

 

 

〈まもなく公開〉 

資料を真上から撮影 

ページをめくるように、画像

を見ることができます。 

ひとや 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 
 
 

 

 

 

大仙市アーカイブズ ニューズレター 第７号    発行：大仙市  発行日：令和２年１２月２８日  

〒019-2335 秋田県大仙市強首字上野台１－２ 

電話/FAX 0187-77-2004  E-mail：archives@city.daisen. lg. jp 

これぞ大仙！！ 人・モノ・文化 ～大仙市誕生１５周年記念～ 

２０２０年は大仙市誕生から１５年の節目の年。地域

の歩みや文化を振り返る企画展「これぞ大仙！！人・モ

ノ・文化」を開催しました。 

旧８市町村ごとに８つのテーマを設定し、資料展示や

パネルによる解説を行いました。そのうちの一つ、「野球

の種 地域に根ざす（神岡地域）」を紹介します。 

明治３４年の野球スコア 

明治 34 年の秋田挑戦杯第 3

回大会のもので、現存する県

内最古の野球スコアとして

新聞で紹介された。（個人所

蔵） 

南楢岡倶楽部と秋田中学が

対戦し、9 対 18 で秋田中学

が勝利している。富樫武治

（投手）や桜田鐵之助（二塁手）

の名も見える。 

期間：１０月１５日～１２月２５日 

会場：大仙市アーカイブズ 

来場：延べ１１５人 

企画展の続きはＷeb で 

旧８市町村ごとに８つのテーマで 

大仙市の歴史・文化を紹介しています。 

ぜひ御覧ください。 

県内に広まった野球熱 

野球が日本に伝えられたのは明治４年頃と言われています。

秋田県では明治１８年に秋田医学校で生徒に指導されたこと

や、翌年に秋田医学校と師範学校が試合をしたことが伝えられ

ており、教育現場を中心に県内に広がっていったようです。 

明治３３年、秋田県知事の武田千代三郎が創設した野球大

会、秋田挑戦杯（チャレンジカップ）が千秋公園で開催されま

した。多くの観客がつめかけた第１回大会を制したのが南楢岡

倶楽部でした。 
 

桜田鐵之助と富樫武治 

南楢岡倶楽部は南楢岡尋常高等小学校の教員と生徒の混合

チームで、主導したのが桜田鐵之助と富樫武治の２人の教員で

した。 

桜田鐵之助は、明治４年秋田市生まれ。明治２９年に南楢岡

小に赴任し、教育の一環として野球を指導しました。 

神宮寺出身の富樫武治は、明治１５年生まれ。鉱山技師の父

の都合で、学生時代を長く東京で過ごしていたこともあり、優

れた野球技術を習得していました。明治３２年、南楢岡小に赴

任し、ここで桜田鐵之助と意気投合。共に野球に打ち込みます。 
 

富樫武治、故郷の神宮寺へ 

 明治３５年、富樫武治は神宮寺小学校に赴任し、監督として

野球の指導に情熱を注ぎます。 

 富樫武治の発案で、選手には任命状が手渡されました。任命

状を受け取った選手達は、野球が出来る喜びや、責任を自覚し

たはずです。野球を通じて心身を育てた富樫武治の教えは、後

に迎えた神宮寺小学校の少年野球黄金時代の基礎を築いたと

言えるでしょう。 

野球任命状 

富樫武治の発案で、生徒達

に与えた任命状。明治 36 年

のもの。（かみおか嶽雄館所蔵） 

この任命状を受けた渡部弥

八郎さん（明治 23 年生）は、

「これをもらうときは歓喜

と興奮で顔をほてらした」

と思い出を語っている。 

第５回全県少年野球大会  神

宮寺小高等科優勝記念パレー

ド（大正 14 年） 


